
 

 

救急安心センターおおさかに関するアンケート調査結果 

 

１ 調査目的 

   利用された方の有用度（満足度）や利用後の意識等について調査することにより、

今後の当該事業の円滑な運営に必要な施策等の検討資料とすることを目的として実

施しました。 

 

２ 調査対象者 

大阪市と府内全域の住民を対象として、実際に救急安心センターおおさかを利用し

た 1000 名(大阪市内在住 500 名、大阪市外在住 500 名)の調査を行いました。下の表

は各地域の人口分布割合に基づく標本の数を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 調査期間 

  令和５年１月６日から令和５年１月 13 日 

 

４ 調査実施機関 

  株式会社マーケティング・コミュニケーションズ 

 

５ 調査方法 

  インターネットを利用したウェブアンケート調査 
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獲得
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地域

堺市・岸和田市・泉大津市・貝塚市・泉佐野市・和泉市
高石市・泉南町・阪南市・忠岡町・熊取町・田尻町・岬町

富田林市・河内長野市・松原市・柏原市・羽曳野市
藤井寺市・大阪狭山市・太子町・河南町・千早赤阪村

大阪府域

大阪市

豊中市・池田市・吹田市・高槻市・茨木市・箕面市
摂津市・島本町・豊能町・能勢町

守口市・枚方市・八尾市・寝屋川市・東大阪市・大東市
門真市・四條畷市・交野市

全　体

大阪市

北エリア

東エリア

中エリア

南エリア



Ｑ１ 救急安心センターおおさかは、何を通じて知りましたか？（複数回答可）

■回答対象者=1,000

3.6%

10.4%

10.6%

18.1%

30.7%

35.0%

44.2%

0% 20% 40% 60%

その他

救命講習会や消防機関が開催するイベント等

テレビ、ラジオ、新聞

家族、友人、知人

ポスター・パンフレット等

インターネット（ホームページ、SNS等）からの情報

自治体の広報紙

【全体的な傾向】
広報媒体としては「自治体の広報誌」が最も多く全体の44.2%を占め、３番目に多い「ポ

スター・パンフレット等」の30.7％と合わせると全体の64.9％が紙媒体で救急安心センター
おおさかを知ったという結果になりました。
「インターネット（ホームページ、SNS等）からの情報」で知ったという方が２番目に多

い35.0%でした。

Ｑ２ 救急安心センターおおさかは、役に立ちましたか？

■回答対象1,000者=

大変役に立った

52.7%

ある程度役に立った

36.6%

どちらでもない4.5%

あまり役に立たなかった3.3%

全然役に立たなかった2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体的な傾向】
「大変役に立った」と「ある程度役に立った」の合計が89.3％を占めるという結果になり
ました。

「救急安心センターおおさか」に関するアンケート意識調査結果（詳細）
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Ｑ３ 前問で「あまり役に立たなかった」又は「全然役に立たなかった」と回答された方にお聞き
します。その理由は何ですか？（複数回答可）

■回答対象者=62

3.2%

3.2%

8.1%

9.7%

17.7%

22.6%

27.4%

48.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

案内された病院が遠方であった

応急手当の方法等のアドバイスが適切ではなかった

救急安心センターおおさかで対応できる相談内容ではなかった

症状に適した病院を案内してもらえなかった

電話が繋がらなかった

案内された病院に電話したが断られた

病院へ行くべきかどうかのアドバイスが適切ではなかった

【全体的な傾向】
昨年と同じく「病院へ行くべきかどうかのアドバイスが適切ではなかった」の割合が最も
高く、全体の48.4％を占める結果となりました。

Ｑ４ 救急安心センターおおさかで相談後、どうされましたか？

■回答対象者=1,000

1.8%

10.1%

10.6%

12.1%

16.1%

49.3%

0% 20% 40% 60%

その他

119 番に電話をかけて、救急車で病院に行った

教えてもらった病院以外の病院に、自分で行った

救急安心センターを介して要請した救急車で病院に行った

病院に行かず、家で様子を見た

教えてもらった病院に、自分で行った

【全体的な傾向】
「教えてもらった病院に、自分で行った」という方が49.3％と最も高く、病院案内を聞い
て自分で病院に向かった方が多いことが確認できました。

２



Ｑ５ 救急安心センターおおさかがなかったら、その時どうしていたと思いますか？（複数回答可）

■回答対象者=1,000

0.6%

10.3%

12.2%

15.2%

39.4%

47.7%

0% 20% 40% 60%

その他

家族、友人、知人に助けを求めていた

どうしていたかわからない

病院に行かず、我慢していた

119番通報して救急車を呼んでいた

病院を自分で調べて行った

【全体的な傾向】
「119番通報して救急車を呼んでいた」と回答した方が39.4％おられるため、救急安心セ
ンターおおさかの存在が救急出場件数の抑制につながっていることがうかがえます。

Ｑ６ 今後も救急安心センターおおさかを利用しようと思いますか？

■回答対象者=1,000

思う

93.4%

思わない

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【全体的な傾向】
全体の93.4%が今後も救急安心センターおおさかを利用したいと回答される結果になりま

した。
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